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『
菁
華
抄
』（
一
）

後　

藤　

昭　

雄

一

標
記
の
書
は
、
旧
蔵
者
の
許
に
あ
っ
た
時
に
、
一
部
で
は
あ
る
が

影
印
に
よ
り
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
解
説
が
付
さ
れ
、
簡
略
な
も
の
な

が
ら
要
は
述
べ
て
い
る
の
で
借
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、
佐
佐
木
信
綱

編
『
鏡
草
』（
竹
柏
会
、
一
九
三
二
年
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

菁
華
抄
巻
第
三
縦
八
寸 

見
通
し
一
尺

五
分 

零
本 

粘
葉
一
帖　

詩
文
に
見
え
た
る
典
拠
あ
る

熟
語
故
事
等
を
、
部
類
を
分
か
ち
て
彙
集
せ
る
も
の
な
り
。
こ

の
書
、
本
朝
書
籍
目
録
の
詩
家
の
部
に
其
の
名
見
え
た
れ
ど
、

巻
数
を
記
さ
ず
、
所
謂
孤
本
な
り
。

書
影
は
目
録
の
冒
頭
（
宝
貨
部
、
儀
飾
部
）
と
途
中
（
文
武
部
、

伎
芸
部
）、
及
び
本
文
の
文
学
部
の
「
詩
」
の
項
を
掲
げ
る
。

以
後
、
和
田
英
松
『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』（
一
九
三
六
年
）、

『
竹
柏
園
蔵
書
志
』（
一
九
三
九
年
）、
川
瀬
一
馬
『
古
辞
書
の
研
究
』

（
一
九
五
六
年
）、
川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』

（
一
九
五
九
年
）、
大
曽
根
章
介
「
和
漢
兼
作
の
人
々
と
唱
導
の
大

家
」（『
大
曽
根
章
介
日
本
漢
文
学
論
集
』
第
一
巻
、
一
九
九
八
年
。

初
出
一
九
七
八
年
）、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
堀
内
秀
晃
執
筆
、

一
九
八
四
年
）
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
内
容
に
も
あ
る
程
度

踏
み
込
ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
概
略
を
記
す
か
、
単
に

書
名
を
挙
げ
る
に
止
ま
る
。

『
菁
華
抄
』
は
今
は
石
川
武
美
記
念
図
書
館
（
（
（

の
所
蔵
で
あ
る
が
、

調
査
の
機
会
を
得
た
の
で
、
そ
の
大
概
を
紹
介
し
て
、
文
学
史
上
の

意
義
を
考
え
て
み
た
い
。
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二

早
く
『
菁
華
抄
』
の
名
を
記
す
文
献
の
一
つ
に
『
本
朝
書
籍
目

録
』
が
あ
る
。
そ
の
「
詩
家
」
の
項
に
、

…
…
、
風
心
鈔
三
巻
、
約
聡
鈔
、
昭
白
鈔
三
巻
、
褒
万
鈔
、
文

筆
要
鈔
一
巻
、
清
吟
抄
、
菁
華
抄

ヽ
ヽ
ヽ
、
華
実
抄
、
七
歩
抄
、
三
歩

抄
、
文
鳳
抄
十
巻
菅
為
長
撰
抄
、
…
…

と
あ
る
。
こ
の
部
分
は
類
似
し
た
性
格
の
書
物
を
列
挙
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
順
序
は
成
立
年
次
に
従
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
れ
は
常
識
的
判
断
と
、『
褒
万
抄
』
か
ら
の
引
用
が
『
菁

華
抄
』
に
あ
り
（
後
述
）、
こ
の
書
が
『
菁
華
抄
』
に
先
行
す
る
の

で
あ
る
が
、
こ
こ
も
そ
の
順
序
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
わ
ず
か
な

根
拠
に
依
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、『
菁
華
抄
』

は
『
文
鳳
抄
』
に
先
立
つ
こ
と
に
な
る
。

『
文
鳳
抄
』
は
前
掲
の
諸
書
の
う
ち
、『
菁
華
抄
』
を
除
い
て
は
唯

一
現
存
す
る
書
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
年
次
に
つ
い
て
、
最
近
の
説

で
あ
る
本
間
洋
一
氏
の
「
歌
論
歌
学
集
成
本
」
の
「
解
題
（
（
（

」
で
は
、

元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
か
ら
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
ま
で
の
間

と
し
て
い
る
。
先
の
記
載
が
成
立
年
次
の
順
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

『
菁
華
抄
』
は
こ
れ
よ
り
以
前
、
十
二
世
紀
後
半
の
成
立
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

三

以
下
、『
菁
華
抄
』
の
現
存
本
に
就
い
て
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
書
誌
的
事
項
で
あ
る
が
、
巻
三
の
み
の
零
本
で
、
粘
葉
装
一

冊
。
縦
25
・
8
㎝
、
横
15
・
8
㎝
。
本
文
六
十
丁
。
一
丁
、
六
行
に

書
く
。
料
紙
は
厚
手
の
楮
紙
、
か
な
り
の
虫
損
を
被
り
、
ノ
ド
の
部

分
が
著
し
い
。
た
め
に
文
字
を
失
っ
た
部
分
も
あ
る
。

内
容
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

「
菁
華
抄
巻
第
三
」
と
い
う
内
題
が
あ
る
。
内
題
に
続
い
て
次
の

よ
う
な
目
録
が
あ
る
。

宝
貨
部　

金
、
珠
、
玉
、
錦
、
繍
、
糸
、
香
。

儀
飾
部　

帷
、
帳
、
床
、
席
、
簟
、
簾
、
枕
、
扇
、
鏡
、
灯
、

　
　
　
　

燭
。

飲
食
部　

酒
、
盃
、
菓
。

章
服
部　

冠
、
衣
付
擣
衣
、
佩
、
履
。

音
楽
部　

楽
、
歌
、
舞
、
琴
、
琵
琶
、
笙
、
笛
。
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文
武
部　

書
帙
、
勤
学
、
文
章
、
詩
付
詩
境
、
筆
、
墨
、
硯
、

　
　
　
　

弓
、
剣
。

伎
芸
部　

書
芸
、
図
画
、
囲
碁
。

産
業
部　

農
耕
、
漁
鉤
、
狩
猟
。

こ
の
よ
う
に
部
類
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
本
文

と
比
べ
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
相
違
が
あ
る
。

儀
飾
部
の
「
席
」
の
後
に
本
文
に
は
「
筵
」
が
立
項
さ
れ
る
。

音
楽
部
の
「
琴
」
の
後
に
「
箏
」、「
笛
」
の
後
に
「
竽
」
が
あ

る
。「

文
武
部
」
が
「
文
学
部
」
と
「
武
器
部
」
に
分
か
れ
て
い
る
。

産
業
部
の
「
魚
鉤
」
が
「
漁
」
と
「
漁
釣
」
に
分
か
れ
る
。

現
存
の
巻
三
の
部
類
は
右
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
他
に
、
巻
数
は

不
明
な
が
ら
、「
神
祠
部
」
が
存
し
た
。
そ
の
こ
と
を
記
す
の
は
京

都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
菊
亭
家
本
『
文
粋
願
文
略
注
（
（
（

』
で
あ
る
。
本

書
は
『
本
朝
文
粋
』
所
収
の
願
文
の
用
語
に
注
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
が
、
大
江
匡
衡
の
「
於
二
尾
張
国
熱
田
社
一
供
二
養
大
般
若
経
一
願

文
」（
巻
十
三
）
に
用
い
ら
れ
た
「

汙
之
水
」
に
つ
い
て
、
こ
の

よ
う
な
注
を
付
し
て
い
る
。

汙
之
水
見
礼
記
汙
菁
葶
抄
中
ニ
神
祠
部
有
之

「

汙
」
は
た
ま
り
水
の
意
。
こ
の
語
が
『
礼
記
』
に
見
え
る
こ
と（（
（

、

ま
た
「
菁
葶
抄
」
の
「
神
祠
部
」
に
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、

こ
の
「
菁
葶ヽ
抄
」
は
「
菁
華ヽ
抄
」
の
訛
誤
で
あ
ろ
う（（
（

。
こ
れ
に
よ
っ

て
、『
菁
華
抄
』
に
「
神
祠
部
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

な
お
、
こ
の
記
事
は
、
早
い
時
代
（
（
（

の
文
献
に
『
菁
華
抄
』
の
名
が
記

さ
れ
た
貴
重
な
例
で
も
あ
る
。

こ
の
「
神
祠
部
」
も
含
め
て
、
部
類
及
び
そ
れ
に
含
ま
れ
る
項
目

を
、
類
書
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
類
書
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
中
国
と
日

本
の
類
書
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
て
、『
初
学
記
』

と
『
幼
学
指
南
抄
』
を
選
ん
だ
が
、『
幼
学
指
南
抄
』
は
陽
明
文
庫

蔵
『
幼
学
指
南
抄
目
録
（
（
（

』
に
拠
り
、
表
に
示
し
た
。

部
類
欄
に
は
同
一
の
、
あ
る
い
は
近
似
し
た
名
称
か
、
も
し
く
は

最
下
欄
の
『
菁
華
抄
』
の
項
目
が
収
め
ら
れ
て
い
る
部
類
を
示
し

た
。
上
に
付
し
た
数
字
は
巻
数
で
あ
る
。

下
欄
の
「
項
目
」
の
各
項
に
、『
初
学
記
』『
幼
学
指
南
抄
』
の
二

書
に
同
じ
項
目
が
あ
る
も
の
に
は
◎
を
、『
初
学
記
』
の
み
に
あ
る

も
の
に
は
△
を
、『
幼
学
指
南
抄
』
の
み
に
あ
る
も
の
に
は
○
を
付

し
た
。
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部　
　
　
　
　

類

菁
華
抄
の
項
目

菁
華
抄

初 

学 

記

幼 

学 

指 

南 

抄

宝
貨
部

27
宝
器
部

23 

24
宝
貨
部
上
下

19
服
飾
部

金

◎

　

珠

◎

　

玉

◎

　

錦

◎

　

繍

◎

　

糸

○

　

香

○

儀
飾
部

25
器
物
部
上

19
服
飾
部

22
火
部

帷

◎

　

帳

○

　

床

○

　

席

◎

　

筵　

簟

○

　

簾

○

　

枕

○

　

扇

◎

　

鏡

◎

　

灯

◎

　

燭

◎

飲
食
部

26
器
物
部
下

20
飲
食
部

21
器
物
部

26
菓
部

酒

◎

　

盃

○

　

菓

○

章
服
部

26
器
物
部
下

18
章
服
部

冠
◎

　

衣（
擣
衣
）　

佩

◎

　

履

◎

音
楽
部

15 

16
楽
部
上
下

12
楽
部

楽

◎

　

歌
◎
　

舞
◎

　

琴

◎

　

箏

◎

　

琵

◎

琶　

笙

◎

　

笛

◎

　

竽

文
学
部

21
文
部

15
文
部

書
帙　

勤
学　

文
◎

章　

詩（
詩
境
）　

筆

◎

　

墨

◎

　

硯

○

武
器
部

22
武
部

16
武
部

弓　

剣

◎

伎
芸
部

21 

22
巧
芸
部

書

○

芸　

図

○

画　

囲

○

碁

産
業
部

22
武
部

18
産
業
部

農

○

耕　

漁　

漁

○

釣　

狩

◎

猟

神
祠
部

21
霊
祇
部

（
祇　

廟
）

（
注
）

宝
貨
部　
「
香
」
は
『
指
南
抄
』
は
服
飾
部
に
置
く
。

儀
飾
部　
「
帷
」「
床
」
は
二
書
は
「
帷
幕
」「
牀
」。「
灯
」「
燭
」
は
『
指
南
抄
』
は
火

部
に
置
く
。

飲
食
部　
『
指
南
抄
』
は
「
盃
」
は
器
物
部
に
、「
菓
」
は
菓
部
に
置
く
。

章
服
部　
「
佩
」
は
二
書
は
「
珮
珠
」。

音
楽
部　
『
初
学
記
』
で
は
「
楽
」
に
当
た
る
の
は
「
雅
楽
」「
雑
楽
」「
四
夷
楽
」。

伎
芸
部　
「
書
芸
」「
図
画
」
は
『
指
南
抄
』
は
「
書
」「
画
」。

産
業
部　
「
農
耕
」「
漁
釣
」
は
『
指
南
抄
』
は
「
農
」「
漁
鉤
」。「
狩
猟
」
は
『
初
学

記
』
は
「
猟
」、『
指
南
抄
』
は
「
佃
猟
」。

神
祠
部　
（　

）
内
の
項
目
は
『
指
南
抄
』
の
そ
れ
。
参
考
に
あ
げ
た
。

少
し
説
明
を
加
え
て
お
く
と
、
部
類
で
は
『
幼
学
指
南
抄
』
と
き

わ
め
て
近
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
儀
飾
部
は
相
違
す
る
。『
指
南

抄
』
に
も
儀
飾
部
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
項
目
は
「
節
、
黄

鉞
、
鼓
吹
」
等
で
（
こ
の
方
が
語
義
に
適
う
）、『
菁
華
抄
』
に
置
か

れ
る
「
帷
、
帳
、
床
」
以
下
は
服
飾
・
火
部
に
属
す
る
。

項
目
で
は
、『
初
学
記
』『
幼
学
指
南
抄
』
に
な
い
も
の
（
右
肩
に

印
が
な
い
）
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
他
の
類
書
に
は
あ
る
。
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

衣（
章
服
部
）　
『
芸
文
類
聚
』
衣
冠
部
、
衣
冠
・
衣
裳
。『
太
平
御

覧
』
服
章
部
、
衣
。

竽（
音
楽
部
）　
『
太
平
御
覧
』
楽
部
、
竽
。
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勤
学（
文
学
部
）『
太
平
御
覧
』
学
部
、
勤
学
。

詩（
文
学
部
）　
『
芸
文
類
聚
』
雑
文
部
、
詩
。

た
だ
し
、「
筵
」「
書
帙
」
の
二
つ
の
項
目
は
浩
瀚
な
『
太
平
御

覧
』
に
も
な
く
、
本
書
に
独
自
の
項
目
で
あ
る
。

次
に
本
文
で
あ
る
。
巻
頭
の
宝
貨
部
の
「
金
」
を
例
と
し
て
引
掲

す
る
。

金
黄
―
、
百
、
千
、
兼
、
南
、
籯
、
楚
、
砕
、
沙
、
万
、

鑠

麗
水
、
華
山
、
楚
、
揚
州
、
隙
湖
、
南
楚
、
西
秦
、
秦
市
、
季

布
一
諾
、
捐
金
、
潤
屋
、
置
台
燕
昭
王
郭
隗

　

、
隗
台
燕
―

見
上
、
披
砂
、

練
金
、
鎔
範
、
擲
地
孫
綽
天
台
賦
有
、

一
金
声

…
…
、
沙
、
瑩
、
冶
、
焼
、

琢
、
練
、
麗
水
之
珍
、
百
練
之
精
、
難
得
之
質
。

こ
の
よ
う
に
「
金
」
に
関
す
る
熟
語
、
成
句
、
詩
句
等
を
集
め
て

い
る
。
項
目
「
金
」
の
下
の
小
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
に
「
金
」

を
添
え
て
「
黄
金
」「
百
金
」
等
の
熟
語
と
な
る
。
小
字
の
注
が
付

さ
れ
て
い
る
語
句
も
あ
る
。「
置
台
」
に
付
さ
れ
た
「
燕
昭
王
郭
隗
」

は
、
周
知
の
「
先
づ
隗
よ
り
始
め
よ
」
に
関
わ
る
も
の
で
、
人
材
を

得
る
方
策
を
郭
隗
か
ら
か
く
教
え
ら
れ
た
昭
王
が
彼
の
た
め
に
黄
金

台
を
築
い
た
こ
と（（
（

を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
擲
地
」

の
「
孫
綽
」
云
々
は
、
孫
綽
が
「
遊
二
天
台
山
一
賦
」（『
文
選
』
巻

十
一
）
を
作
り
、
友
人
に
向
か
っ
て
自
信
の
ほ
ど
を
示
し
て
、「
卿き

み

試
み
に
地
に
擲な
げ
うて
。
当
に
金
石
の
声
を
作な

す
べ
し
」
と
言
っ
た
こ
と

（『
晋
書
』
巻
五
十
六
、
孫
綽
伝
）
に
も
と
づ
く
こ
と
を
い
う
注
記
で

あ
る
。

二
字
の
熟
語
を
成
す
文
字
か
ら
四
字
成
語
ま
で
、「
金
」
の
項
に

は
五
十
ほ
ど
の
語
句
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

『
菁
華
抄
』
は
こ
の
よ
う
な
類
聚
詩
文
語
彙
集
で
あ
る
。

四

『
菁
華
抄
』
収
載
の
こ
の
よ
う
な
語
句
が
ど
の
よ
う
な
書
物
か
ら

採
録
さ
れ
た
も
の
か
、
す
な
わ
ち
、
編
纂
資
料
と
し
て
何
が
利
用
さ

れ
て
い
る
か
、
確
か
め
て
み
た
い
。

少
数
な
が
ら
出
典
注
記
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
こ
れ
を
検
討

し
て
み
よ
う
。

太
公
六
韜

産
業
部
「
漁
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

呂
望〈
大（（
（

公
六
韜
曰
文
王
田
于
／
渭
陽
見
─
─
坐
茅
以
漁
〉

注
記
中
の
「
─
─
」
は
そ
こ
に
「
呂
望
」
の
二
字
が
入
る
こ
と
を
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示
す
（
以
下
の
引
用
に
つ
い
て
も
同
じ
）。
確
か
に
『
六
韜
』
巻
一
、

文
師
に
あ
る
。
た
だ
し
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

文
王
将
レ
田
、
史
編
布
卜
曰
、
田
二
於
渭
陽
一、

…
…
、
於
二
渭
陽
一

卒
見
二
太
公
ヽ
ヽ
坐
レ
茅
以
漁
一

｡

傍
線
部
が
小
字
注
に
当
た
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
六
韜
』
の
長

文
の
本
文
か
ら
語
句
を
抜
き
出
し
て
文
を
綴
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
省
略
し
た
所
は
四
部
叢
刊
本
で
三
行
に
及
ぶ
。
そ
れ
よ
り

肝
心
の
「
呂
望
」
が
「
太
公
」
と
あ
っ
て
相
違
す
る
。
こ
れ
は
類
書

に
拠
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
太
平
御
覧
』
巻
八
三
二
、
猟
に

次
の
一
文
が
あ
る
。

六
韜
曰
、
文
王
畋
二
于
渭
陽
一、 

見
二
呂
尚
坐
レ
弟
（
マ
マ
）以
漁
一

｡

こ
れ
も
「
呂
望
」
を
含
む
二
箇
所
に
違
い
は
あ
る
が
文
は
近
似
す

る
。「
弟
」
は
「
茅
」
の
誤
り
。
肝
心
の
人
名
が
異
な
る
の
で
、『
太

平
御
覧
』
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
類
書
に
拠

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

後
漢
書

「
漁
」
に
次
の
例
が
あ
る
。

涪
水〈
後
漢
書
曰
有
老
父
常
漁
／
釣
於
─
─
因
号
涪
翁
〉

『
後
漢
書
』
巻
八
十
二
下
、
郭
玉
伝
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

郭
玉
者
広
漢
雒
人
也
。
初
有
二
老
父
一、 

不
レ
知
二
何
出
一

｡
 

常
漁
二

釣
於
涪
水
一

｡
 

因
号
二
涪
翁
一

｡

傍
線
部
が
注
記
に
当
た
る
。

文
選章

服
部
「
擣
衣
」
に
引
く
一
句
に
、

幽
減
俟
君
開〈
擣
衣
事
文
選
十
五
〉

と
あ
る
。
注
記
の
と
お
り
『
文
選
』
巻
十
五
（
李
善
注
本
は
巻
三

十
）
所
収
、
謝
恵
連
の
「
擣
衣
」
の
一
句
で
あ
る
が
、
謝
恵
連
詩
の

引
用
は
こ
の
句
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
一
首
全
部
が
引
掲
さ
れ
て
い

て
特
異
な
か
た
ち
を
持
っ
て
い
る
。
後
に
改
め
て
述
べ
る
。

「
天
台
山
賦
」
と
い
う
注
記
の
あ
る
二
語
が
あ
る
。

擲
地〈
孫
綽
天
台
山
賦
有
一
金
声
〉（
宝
貨
部
「
金
」）

擲
地〈
孫
綽
天
台
山
賦
〉（
文
学
部
「
文
章
」）

「
擲
地
」
の
語
が
「
天
台
山
賦
」（『
文
選
』
巻
十
一
）
に
あ
る
こ

と
を
注
記
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
前
述

（
第
三
節
）
の
よ
う
に
、「
擲
地
」
は
孫
綽
が
「
遊
二
天
台
山
一
賦
」

を
作
っ
た
時
の
挿
話
（『
晋
書
』
孫
綽
伝
）
の
中
の
語
で
あ
る
。

同
様
の
例
が
も
う
一
つ
あ
る
。

楚
王
襟〈
風
賦
云
〉（
章
服
部
「
衣
」）

宋
玉
の
「
風
賦
」（『
文
選
』
巻
十
三
）
に
「
楚
王
襟
」
の
語
が
あ

る
と
読
ん
で
し
ま
う
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
こ
れ
は
「
風
賦
」
の
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楚ヽ
襄
王ヽ
游
二
於
蘭
台
之
宮
一、 

宋
玉
景
差
侍
。
有
レ
風
颯
然
而
至
。

王
迺
披
レ
襟ヽ
而
当
レ
之
曰
、
快
哉
此
風
。

を
踏
ま
え
た
措
辞
で
あ
る
。
先
の
例
と
同
じ
く
、
そ
の
語
が
『
文

選
』
の
賦
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
注
記
す
る
。

古
詩章

服
部
「
衣
」
に
、

青
袍
以
春
草〈
古
詩
〉

と
い
う
、「
古
詩
」
を
典
拠
と
す
る
句
が
あ
る
。
確
か
め
る
と
、『
玉

台
新
詠
』
巻
一
の
「
古
詩
八
首
」
の
第
八
首
の
第
2
聯
、

青
袍
似
二
春
草
一、 

長
条
随
レ
風
舒
。

に
あ
る
。
こ
れ
に
拠
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
、『
太
平

御
覧
』
巻
六
九
三
、「
袍
」
に
「
古
詩
曰
」
と
し
て
こ
の
二
句
を
引

く
の
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

白
氏
文
集

「
白
」
あ
る
い
は
「
文
集
」
と
し
て
、
一
例
を
除
き
、
巻
数
ま
で

注
記
し
て
い
る
。

儀
飾
部
「
扇
」
に
、

麈
尾〈
白
六
十
五
〉

と
あ
る
。『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
五
、
3211
「
白
羽
扇
」
の

麈
尾
斑
非
レ
疋
、
蒲
葵
陋
不
レ
同
。

か
ら
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
列
挙
す
る
。

荷
葉
盃〈
白
六
十
五
〉　
（
飲
食
部
「
盃
」）

→
3227　

酒
熟
憶
二
皇
甫
十
一　
（
巻
六
十
五
）

踈
索
柳
花
盌
、
寂
寥
荷
葉
盃
。

藤
枝〈
名　

文
集
十
一
〉　
（
飲
食
部
「
酒
」）

→
552　

郡
中
春
讌
、
因
贈
二
諸
客
一　
（
巻
十
一
）

薫
草
席
鋪
レ
座
、　

藤
枝
酒
注
レ
樽
。

風
襟
蕭
颯〈
文
集
云
〉　
（
章
服
部
「
衣
」）

→
2298　

池
上
夜
境　
（
巻
五
十
二
）

露
簟
清
瑩
迎
レ
夜
滑
、
風
襟
蕭
灑
先
レ
秋
涼

吹
如
秋
鶴
声〈
文
集
第
六
／
玉
笛
吹

―
〉　
（
音
楽
部
「
笛
」）

→
264　

遊
二
悟
真
寺
一
詩　
（
巻
六
）

玉
笛
何
代
物
、
天
人
施
二
祇
園
一

｡

吹
如
二
秋
鶴
声
一、 

可
三
以
降
二
霊
仙
一

｡

こ
れ
は
詩
句
一
句
を
抄
出
し
て
い
る
。

『
白
氏
文
集
』
か
ら
の
抄
出
は
巻
数
も
明
記
す
る
が
、
そ
れ
は
那

波
本
と
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
改
編
さ
れ
た
刊
本
以
前
の
原
態
本
に

も
と
づ
い
て
い
る
。

白
氏
六
帖

一
例
の
み
で
あ
る
が
、
儀
飾
部
「
簟
」
に
、
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筍
席〈
筍
―　

弱
竹
也
六
帖
簟
部
〉

と
あ
る
。
注
記
の
と
お
り
、『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
巻
四
、「
簟
」

に
、

筍
席
玄
純〈
筍
弱
竹
也
。
玄
純
黒
縁
也
。
並
天
子
朝
燕
之
簟
〉

と
あ
る
。

太
平
御
覧

二
例
が
あ
る
。
一
つ
は
音
楽
部
「
竽
」
に
、

濫
吹〈
見
御
覧
〉

と
あ
る
が
、『
太
平
御
覧
』
巻
五
八
一
、
音
楽
部
「
竽
」
に
「
韓
子

曰
」
と
し
て
抄
出
す
る
文
中
に
見
え
る
。

も
う
一
例
、
産
業
部
「
漁
」
に
、

河
浜〈
見
御
覧
漁
部
〉

と
あ
る
。『
太
平
御
覧
』
で
「
漁
部
」
に
当
た
る
の
は
巻
八
三
三
、

資
産
部
の
「
漁
」
で
あ
る
が
、
こ
の
項
に
引
用
の
文
章
中
に
は
「
河

浜
」
の
語
は
見
い
だ
せ
な
い
。
こ
の
語
は
巻
四
二
四
、
人
事
部
の

「
譲
」
に
見
え
る
。

韓
子
曰
、
舜
耕
二
於
歴
山
一、 

農
者
譲
レ
畔
、
漁
二
於
河
浜
一、 

漁
者

譲
レ
長
。

「
漁
」
と
の
関
わ
り
か
ら
、
こ
れ
に
違
い
な
い
が
、
部
類
が
相
違
す

る
。
注
を
付
し
た
者
が
誤
っ
た
か
。
あ
る
い
は
「
御
覧
」
と
は
『
修

文
殿
御
覧
』
で
あ
る
と
も
解
し
う
る
か
と
思
う
が
、
こ
れ
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
今
は
確
か
め
よ
う
も
な
い
。

以
上
が
中
国
の
文
献
に
つ
い
て
の
注
記
で
あ
る
。

わ
ず
か
な
が
ら
日
本
の
文
献
も
見
え
る
。

褒
万
抄

二
箇
所
に
見
え
る
。
ま
ず
「
竽
」
に

北
斗
工
吹〈
見
褒
万
抄
〉

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
「
北
斗
」
と

「
工
吹
」
と
は
別
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
工
吹
」
は
『
太
平
御

覧
』
巻
五
八
一
の
「
竽
」
に
引
く
次
の
条
か
ら
の
抄
出
で
あ
ろ
う
。

桓
譚
新
論
曰
、
成
少
伯
工
吹
レ
竽
。
…
…

も
う
一
つ
は
産
業
部
「
漁
」
に
、

坐
茅〈
呂
尚
─
─
以
漁
父
□
労
而
問
焉　

褒
万
哲
〉

と
あ
る
。
注
の
終
わ
り
の
「
哲
」
は
疑
問
で
、
誤
写
で
あ
ろ
う
。

『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』
に
「
抄
曰
」
と
読
む
の
に
従
う
。

「
工
吹
」
及
び
「
坐
茅
」
の
語
が
『
褒
万
抄
』
に
も
引
掲
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
書
が
『
菁
華
抄
』
と
類

似
し
た
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、『
褒
万
抄
』
に

つ
い
て
は
、
こ
の
二
条
と
前
述
（
第
二
節
）
の
『
本
朝
書
籍
目
録
』

に
お
け
る
書
名
の
記
載
と
が
わ
ず
か
に
残
る
資
料
で
あ
る
。
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出
典
の
注
記
は
な
い
が
、
大
江
以
言
（
九
五
五
―
一
〇
一
〇
）
の

詩
の
佚
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
伎
芸
部
「
囲
碁
」
に
、

数
局〈
以
言
詩
宮
碁
─
─
嬾
方
歇
〉

と
あ
る
。
以
言
に
「
宮
碁
数
局
嬾
方
歇
」
と
い
う
詩
句
の
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
零
句
な
が
ら
新
出
の
詩
句
で
あ
る
。

出
典
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
注
記
を
伴
う
も
の
は
以
上
の
と
お
り
で

あ
る
。

五

『
菁
華
抄
』
は
さ
ら
に
多
く
の
先
行
文
献
を
利
用
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。

ま
ず
予
想
さ
れ
る
の
は
類
書
で
あ
る
。
先
に
（
第
三
節
）
部
類
に

お
い
て
近
似
す
る
こ
と
を
見
た
『
初
学
記
』
は
語
句
の
採
録
に
当

た
っ
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
顕
著
な
例
を
挙
げ
る
と
、
儀
飾
部

「
灯
」
が
あ
る
。
そ
の
前
半
部
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

九
枝
、
百
枝
、
九
光〈
徴
―
〉、
九
徴〈
五
徴
〉、
五
枝
、
一
点

〈
孤
―
〉、
百
華
、
鴨
頭
、
鳳
膏
、
龍
膏
、
豹
髄
、
鶴
焔
、
魚

形
、
鳳
脳
、
恒
満
、
常
生
、
青
模
、
緑
桂
、
芳
苡
、
蘭
膏〈
璠

―
〉、
葛
籠
、
荷
蓋
、
蓮
花〈
灯
焔
〉、
照
壁
、
映
書〈
匡
衡
〉、

穿
壁
土
、
…
…

こ
れ
ら
の
語
句
の
う
ち
の
か
な
り
の
も
の
が
『
初
学
記
』
に
見
え

る
。
巻
二
十
五
、
器
物
部
「
灯
」
の
「
事
対
」
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。豹

髄
、
龍
膏
。
駝
頭
、
鳳
脳
。
芳
苡
、
蘭
膏
。
銅
倚
、
玉
枝
。

葛
籠
、
荷
蓋
。
百
枝
、
九
光
。

脂
、
鳳
膏
。
恒
満
、
常
生
。

傍
線
を
付
し
た
語
句
は
『
菁
華
抄
』
が
採
録
し
て
い
る
。
か
つ

「
鳳
脳
」
と
「
鳳
膏
」
以
外
は
「
事
対
」
と
同
じ
く
対
語
の
か
た
ち

で
取
り
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
菁
華
抄
』
の
「
五
枝
」
と
「
百
華
」

は
『
初
学
記
』
の
「
叙
事
」
の
文
中
に
見
え
る
。

西
京
雑
記
曰
、
漢
高
祖
入
二
咸
陽
宮
一、 

秦
有
二
青
玉
五
枝
灯
一

｡

王
朗
秦
故
事
曰
、
百
華
灯
樹
、
正
月
朔
朝
賀
、
殿
下
設
二
于
三

階
之
間
一

｡

さ
ら
に
「
照
壁
」「
映
書
」
は
『
初
学
記
』
の
「
燭
」
の
「
事
対
」

に
あ
る
。

要
す
る
に
、
先
の
『
菁
華
抄
』
の
引
用
の
う
ち
、
傍
線
を
付
し
た

語
句
は
『
初
学
記
』
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
本
文
を
挙
げ
て
の
例
証

は
省
略
す
る
が
、
他
に
儀
飾
部
「
席
」「
扇
」、
飲
食
部
「
酒
」、
章

服
部
「
冠
」
な
ど
が
、『
初
学
記
』
の
「
事
対
」
か
ら
の
摂
取
が
顕

著
で
あ
る
。
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『
初
学
記
』
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と

が
あ
る
。『
初
学
記
』
は
、
周
知
の
よ
う
に
、「
叙
事
」「
事
対
」
の

あ
と
に
、
賦
、
詩
、
讃
な
ど
の
作
品
を
引
載
し
て
い
る
が
、『
菁
華

抄
』
は
そ
の
詩
の
中
の
語
句
を
抄
出
し
て
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
他
に
類
例
の
な
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
挙
例
に
少
々

紙
幅
を
費
し
て
み
た
い
。
な
お
、
詩
の
引
用
は
該
当
す
る
句
の
み
と

す
る
。

儀
飾
部
「
鏡
」
に
引
掲
す
る
語
句
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

拭
塵
、
鎔
範
、
磨
瑩
、
払
拭
、
山
鶏
舞（
注
略
）、
不
夜
月
、
無

波
菱
、
如
一
片
水
、

傍
線
を
付
し
た
語
句
は
『
初
学
記
』
巻
二
十
五
、「
鏡
」
に
引
載

さ
れ
た
次
の
詩
の
用
語
を
抄
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

隋
、
李
巨
仁
、
賦
得
レ
鏡
詩

無
レ
波
菱
自
動
、
不
レ
夜
月
恒
明
。

周
、
庾
信
、
詠
レ
鏡
詩

玉
匣
聊
開
レ
鏡
、
軽
灰
暫
拭
レ
塵
。

光
如
二
一
片
水
一、 

影
照
二
両
辺
人
一

｡

傍
線
部
で
あ
る
。「
無
波
菱
（
波
無
き
菱
）」、「
不
夜
月
（
夜
な
ら
ざ

る
月
）」
と
い
っ
た
特
異
な
表
現
、
ま
た
「
如
一
片
水
」
と
い
う
四

字
句
の
一
致
か
ら
、『
菁
華
抄
』
が
こ
れ
ら
の
詩
の
用
語
を
採
録
し

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

以
下
『
菁
華
抄
』（〔
菁
〕）
の
語
句
と
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
『
初

学
記
』（〔
初
〕）
の
詩
句
と
を
並
挙
す
る
。

・〔
菁
〕
音
楽
部
「
楽
」

笙
山
上
鶴
、
笛
水
中
龍
、

〔
初
〕
巻
十
五
「
雑
楽
」

隋
、
盧
思
道
、
夜
聞
二
隣
妓
一
詩

笙
随
二
山
上
鶴
一、 

笛
奏
二
水
中
龍
一

｡

五
言
の
句
は
2
／
3
で
区
切
れ
る
の
が
原
則
で
、
こ
の
詩
も
そ
う
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
無
視
し
て
1
＋
3
の
四
字
句
と
し
た
の
が
『
菁
華

抄
』
の
句
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
成
句
で
あ
る
こ
と
が
、
こ

れ
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
こ
の
詩
に
も
と
づ
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同

様
の
例
は
以
下
に
も
出
て
く
る
。

・〔
菁
〕
音
楽
部
「
舞
」

廻
綺
袖
、
転
花
鈿
、

〔
初
〕
巻
十
五
「
舞
」

梁
、
王

、
詠
レ
舞
詩

従
レ
風
廻
二
綺
袖
一、 

映
レ
日
転
二
花
鈿
一

｡
・〔
菁
〕
音
楽
部
「
琴
」

流
水
急
、
秋
風
清
、
…
…
、
戯
鶴
応
舞
、
遊
魚
不
沈
、
…
…
、

1

2
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斉
娥
、
趙
女
、

〔
初
〕
巻
十
六
「
琴
」

趙
蕭

、
聴
レ
琴
詩

1
絃
随
二
流
水
一
急
、
調
雑
二
秋
風
一
清
。

隋
、
江
総
、
賦
得
レ
詠
レ
琴
詩

2
戯
鶴
聞
応
レ
舞
、
游
魚
聴
不
レ
沈
。

唐
、
楊
希
道
、
詠
レ
琴
詩

3
斉
娥
初
発
レ
弄
、
趙
女
正
調
レ
声
。

両
者
を
見
比
べ
て
み
る
と
、『
菁
華
抄
』
は
詩
と
同
じ
よ
う
に
対

語
と
し
て
抄
出
し
て
取
り
込
ん
で
い
る
。
以
下
の
例
も
多
く
は
同
じ

で
あ
る
。

・〔
菁
〕
音
楽
部
「
箏
」

軽
柱
、
繁
絃
、
移
柱
、
調
絃
、（
西（（1
（

音
）、
秦
声
、
趙
曲
、
…
…

鶴
別
、
烏
啼
、

〔
初
〕
巻
十
六
「
箏
」

梁
、
孝
元
帝
、
和
二
弾
レ
箏
人
一
詩

3
瓊
柱
動
二
金
糸
一、 

秦
声
発
二
趙
曲
一

｡

梁
、
昭
明
太
子
、
詠
二
弾
レ
箏
人
一
詩

2
塵
多
渋
二
移
柱
一、 

風
燥
脆
二
調
絃
一

｡

梁
、
王
台
卿
、
詠
レ
箏
詩

1
促
レ
調
移
二
軽
柱
一、 

乱
レ
手
度
二
繁
絃
一

｡

陳
、
陸
瓊
、
玄
圃
宴
各
詠
二
一
物
一
得
レ
箏
詩

4
鶴
別
霜
初
緊
、
烏
啼
月
正
懸
。

・〔
菁
〕
音
楽
部
「
笙
」

鳳
翼
、
鸞
音
、（
龍
鱗
）、
孤
篠〈
紋
陽
〉、
洛
浜
、
…
…
、
楚
妃

歎
、
荊
王
吟
、
孤
竹
管
、

〔
初
〕
巻
十
六
「
笙
」

梁
、
沈
約
、
詠
レ
笙
詩

2
彼
美
実
枯
枝
、　

孤
篠
定
参
差
。

…
…　
　
　
　

 

…
…

本
期
二
王
子
宴
一、 

寧
待
二
洛
浜
吹
一

｡

唐
、
楊
希
道
、
詠
レ
笙
詩

1
短
長
挿
二
鳳
翼
一、 

洪
細
摹
二
鸞
音
一

｡

3
能
令
二
楚
妃
歎
一、 

復
使
二
荊
王
吟
一

｡

4
切
々
孤
竹
管
、　

来
応
二
雲
和
琴
一

｡

・〔
菁
〕
文
学
部
「
硯
」

類
璧
水
、
染
煙
華
、

〔
初
〕
巻
二
十
一
「
硯
」

楊
師
道
、
詠
レ
硯
詩

円
池
類
二
璧
水
一、 

軽
翰
染
二
烟
華
一

｡

31

2

3

4

1

2

3

4



12

以
上
の
諸
例
は
『
初
学
記
』
所
収
の
詩
の
語
句
を
抄
出
し
て
採
録

し
た
も
の
で
あ
る
。
音
楽
部
の
項
目
に
例
が
多
く
、「
琵
琶
」
の
項

に
も
見
ら
れ
る
。

先
に
見
た
「
事
対
」
か
ら
の
採
録
に
加
え
て
こ
れ
が
あ
る
。『
初

学
記
』
は
『
菁
華
抄
』
の
主
要
な
素
材
源
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。『

白
氏
六
帖
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
飲
食
部
「
酒
」
を
例
と
す

る
。
そ
の
前
半
部
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

蘭
英
、
竹
葉
、
榴
花
、
蒲
桃
、
梨
花
、
桑
落
、
桂
醑
、
藍
尾
、

九
醞
、
千
日〈
中
山
─
─

／
玄
石
乃
醒
〉、
十
旬
、
百
味
、
三

清
、
三
遅
、
四
子
、
三
爵
、
三
雅
、
一
樽
、
藤
枝〈
名
／
文
集

十
一
〉、
十
分
、
…
…
、
挙
白〈
引
満
挙
白
酒
解
〉、
千
鍾〈
堯
飲

／
─
─
〉、
投
轄〈
陳
遵
字
／
孟
公
井
中
〉、
酣
暢
、
沈
湎
、
宴

飲
、
酩
酊
、
聖
賢
、
献
酬
、
過
沛〈
高
祖
─
─
酒
酣
／
撃
筑
自

歌
〉、
湛
露〈
十
觴
〉、
瑤
池〈
周
穆
／
王
〉
酔
酣
、
陶
々
、
厭
々
、

油
々
、
青
州
、
従
事
、
平
原
督
郵
、
河
朔
飲〈
袁
怡
〉、
…
…

こ
の
う
ち
、
傍
線
を
付
し
た
語
句
は
『
白
氏
六
帖
』
巻
五
、「
酒
」

に
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
を
『
白
氏
六
帖
』
か
ら
の
採
録
と
考
え
る
の

は
注
記
（〈　

〉
の
中
）
に
着
目
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

『
白
氏
六
帖
』
に
お
け
る
注
記
と
一
致
す
る
、
あ
る
い
は
略
記
し
た

も
の
と
み
な
し
う
る
。
両
者
を
対
応
さ
せ
て
み
よ
う
。

千
日　
〔
菁
〕
中
山
─
─
玄
石
乃
醒

〔
白
〕
中
山
有
酒
飲
者
一
酔
千
日
玄
石
飲
之
千
日
乃
醒

挙
白　
〔
菁
〕
引
満
挙
白
酒
解

〔
白
〕
漢
書
曰
引
満
挙
白
白
酒
觴

千
鍾　
〔
菁
〕
堯
飲
─
─

〔
白
〕
孔
叢
子
曰
堯
飲
千
鐘

投
轄　
〔
菁
〕
陳
遵
字
孟
公
井
中

〔
白
〕
陳
遵
留
客
飲
酒
投
車
轄
於
井
中

過
沛　
〔
菁
〕
高
祖
─
─
酒
酣
撃
筑
自
歌

〔
白
〕
史
高
祖
過
沛
置
酒
酒
酣
上
撃
筑
自
歌

湛
露　
〔
菁
〕
十
觴

〔
白
〕
之
觴

瑤
（
（1
（

池　
〔
菁
〕
周
穆
王

〔
白
〕
周
穆
王
宴
西
王
母

『
白
氏
六
帖
』
も
『
菁
華
抄
』
と
同
じ
く
「
過
沛
」「
湛
露
」「
瑤
池
」

の
三
語
が
連
続
す
る
。

河
朔
飲　
〔
菁
〕
袁
怡

　
〔
白
〕
袁
紹
在
河
朔
毎
至
夏
大
飲
…
…

『
菁
華
抄
』
は
大
き
く
省
略
し
て
い
る
。
な
お
、「
袁
怡ヽ
」
は
「
紹
」
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の
誤
写
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
注
記
の
近
似
、
併
せ
て
同
一
の
語
句
の
連
続
か
ら
、
こ

れ
ら
は
『
白
氏
六
帖
』
か
ら
採
録
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
を
含
む
先

掲
の
諸
語
句
は
『
白
氏
六
帖
』
の
利
用
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
他
に
儀
飾
部
「
扇
」「
鏡
」、
文
学
部
「
勤
学
」「
筆
」
に
摂
取

が
目
に
つ
く
。

『
太
平
御
覧
』
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
産
業
部
「
漁
」
を
例
に
す

る
と
、
そ
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴
涪
水〈
後
漢
書
曰
有
老
父
常
漁
／
釣
於
─
─
因
号
涪
翁
〉、
⑵

坐
茅〈
呂
尚
─
─
以
漁
父
□
労
而
問
焉
褒
万
哲
（
マ
マ
）〉、
⑶
雷
沢〈
舜

漁
於
／
─
─
〉、
⑷
呂
望〈
大
公
六
韜
曰
文
王
田
于
／
渭
陽
見
─

─
坐
茅
以
漁
〉、
⑸
河
浜〈
見
御
／
覧
漁
部
〉、
⑹
冬
命〈
季
冬
命

有
司
／
始
漁
天
子
親
往
〉、
⑺
施
網

「
漁
」
の
項
は
こ
れ
で
全
部
で
、
わ
ず
か
に
七
語
で
あ
る
。
し
か

し
「
施
網
」
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
小
字
注
が
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の

比
率
で
注
が
あ
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
が
、
注
を
伴
う
こ
れ
ら
の
語

句
は
『
太
平
御
覧
』
に
拠
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
河
浜
」
を

除
く
、
照
応
す
る
『
太
平
御
覧
』
の
記
事
を
挙
げ
る
と
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

⑴
後
漢
書
曰
、
郭
玉
者
広
漢
人
。
初
有
二
老
父
一、 

不
レ
知
二
何
所

出
一

｡
 

常
漁
二
釣
於
涪
水
一

｡
 

自
号
二
涪
翁
一

｡

…
…
（
巻
八
三
四
、

釣
）

⑵
六
韜
曰
、
呂
尚
坐
レ
茅
以
漁
。
文
王
労
而
問
焉
…
…
（
同
）

⑶
尚
書
大
伝
曰
、
舜
漁
二
雷
沢
之
中
一

｡

（
巻
八
三
三
、
漁
）

⑷
六
韜
曰
、
文
王
畋
二
于
渭
陽
一
見
二
呂
尚
坐
レ
弟
以
漁
一

｡

（
巻
八

三
二
、
猟
）

⑹
礼
記
月
令
季
冬
曰
、
命
二
有
司
一
始
漁
。
天
子
親
往
。
…
…

（
巻
八
三
三
、
漁
）

い
ず
れ
も
若
干
の
文
字
の
異
同
が
あ
り
、
⑴
⑵
⑹
は
節
略
し
て
い

る
が
、
基
本
的
に
は
『
菁
華
抄
』
と
同
一
で
あ
る
。
な
お
⑴
⑵
⑷
⑸

に
つ
い
て
は
、
出
典
注
記
を
持
つ
語
句
と
し
て
前
に
触
れ
て
い
る
。

音
楽
部
「
竽
」
も
『
太
平
御
覧
』
に
も
と
づ
い
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。「
竽
」
の
項
も
語
句
は
少
な
い
。

⑴
知
法
度
、
⑵
三
十
六
管
、
⑶
高
邑
人
好
吹〈
高
丘
子
曽
也
〉、

⑷
随
作〈
―
〉、
⑸
斉
宣
王
使
人
吹
、
⑹
濫
吹〈
見
御
覧
〉、
⑺
北

斗
工
吹〈
見
褒
万
抄
〉。

⑹
に
は
「
見
二
御
覧
一
」
の
注
記
が
あ
り
、「
濫
吹
」
の
語
が
『
太

平
御
覧
』
の
「
竽
」
に
見
え
る
こ
と
、
ま
た
、
⑺
「
工
吹
」
も
同
じ

く
『
太
平
御
覧
』
巻
五
八
一
「
竽
」
所
引
の
「
桓
譚
新
論
」
か
ら
の

抄
出
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
あ
と
の
⑴
～
⑸
も
や
は
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り
同
様
で
あ
ろ
う
。『
御
覧
』
に
次
の
よ
う
な
引
用
文
が
あ
る
の
で

あ
る
。⑴

楽
府
図
曰
、
吹
レ
竽
有
三
以
知
二
法
度
一

｡
 

竽
音
調
則
度
数
得
レ

見
。

⑵
通
礼
義
纂
曰
、
漢
武
帝
時
、
丘
仲
作
二
竽
笙
三
十
六
管
一

｡

⑶
列
仙
伝
曰
、
商
丘
子
胥
者
高
邑
人
也
。
好
牧
レ
豕
吹
レ
竽
。

⑷
世
本
曰
、
随
作
レ
竽
。

⑸
韓
子
曰
、
斉
宣
王
使
二
人
吹
一レ
竽
有
二
三
百
人
一

｡

傍
線
部
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
か
ら
抄
出
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
「
竽
」
の
項
は
す
べ
て
『
太
平
御
覧
』
を
素
材
源
と

す
る
。

類
書
に
準
じ
る
書
と
し
て
『
蒙
求
』
と
『
李
嶠
百
詠
』
が
あ
る
。

『
蒙
求
』
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
よ
く
示
す
の
は
文
学
部

「
勤
学
」
で
あ
る
。
そ
の
初
め
の
三
分
の
一
ほ
ど
の
本
文
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

時
習
、
日
知
、
月
就
、
映
雪〈
孫
康
〉、
聚
蛍〈
車
胤
〉、
三
冬

〈
東
方
朔
〉、
三
余〈
董
遇
〉、
寸
陰〈
分

─
〉、
一
経〈
韋
賢
黄

金
満
／
籯
〉、
編
柳〈
孫
敬
〉、
截
蒲〈
路
温
舒
〉、
閉
戸〈
孫
敬
〉、

割
席〈
管
寧
〉、
下
帷〈
董
仲
舒
〉、
鑿
壁〈
匡
衡
〉、
刺
股〈
蘇
秦
〉、

帯
経〈
常
林
〉、
漂
麦〈
高
風
〉、
吹
藜
、
藜
床
、
藜
杖
、
青
藜
、

負
笈〈
蘇
章
〉、
重
席〈
戴
馮
〉、

傍
線
を
付
し
た
語
句
は
『
蒙
求
』
に
拠
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

照
応
す
る
『
蒙
求
』
の
標
句
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
孫
康
映
雪
、
2
車
胤
聚
蛍
、
3
董
遇
三
余
、
4
温
舒
截
蒲
、

5
孫
敬
閉
戸
、
6
管
寧
割
席
、
7
董
生
下
帷
、
8
匡
衡
鑿
壁
、

9
常
林
帯
経
、
10
高
鳳
漂
麦
、
11
蘇
章
負
笈
、
12
戴
馮
重
席

こ
れ
ら
の
四
字
句
の
、
故
事
を
い
う
熟
語
を
表
に
出
し
、
人
名
を
小

字
注
と
し
て
添
え
た
の
が
『
菁
華
抄
』
で
あ
る
。
な
お
、
1
と
2
、

9
と
10
、
11
と
12
は
『
蒙
求
』
に
お
い
て
も
対
語
と
な
っ
て
い
る
。

次
の
諸
例
も
『
蒙
求
』
に
拠
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

季
布
一
諾

満
籯〈
韋
賢
〉
―
韋
賢
満
籯

武
子
金
埒

郭
況〈
金
穴
〉　　
　
　
　
　
（
以
上
、
宝
貨
部
「
金
」）

山
簡
倒
載　
　
　
　
　
　
　
（
飲
食
部
「
酒
」）

逢
萌
払
冠
―
逢
萌
挂ヽ
冠

王
貢
弾
冠　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
章
服
部
「
冠
」）

鄭
交
甫〈
解
佩
〉
―
交
甫
解
佩　
　
　
（
章
服
部
「
佩
」）

―
の
下
に
示
し
た
の
は
『
蒙
求
』
の
本
文
で
、
こ
れ
ら
小
異
の
あ
る

も
の
も
あ
る
。
他
は
『
蒙
求
』
の
標
句
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12
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『
李
嶠
百
詠
』
も
以
下
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
李
嶠
百

詠
』
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
形
式
か
ら
、
類
書
と
同
じ
よ
う
に
『
菁
華

抄
』
の
編
者
が
そ
の
利
用
に
直
ち
に
思
い
到
る
文
献
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
部
類
に
分
か
ち
、
た
と
え
ば
巻
下
、
服
玩
部

に
は
床
、
席
、
帷
、
簾
、
屏
、
被
、
鏡
、
扇
、
燭
、
酒
の
項
が
、
音

楽
部
に
は
琴
、
瑟
、
琵
琶
、
箏
、
鐘
、
簫
、
笛
、
笙
、
歌
、
舞
の
項

が
あ
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
体
例
に
お
い
て
『
菁
華
抄
』
に
類

似
す
る
。
か
く
て
こ
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

『
菁
華
抄
』
巻
頭
の
宝
貨
部
「
金
」
の
初
め
の
部
分
は
、『
菁
華

抄
』
が
い
か
な
る
書
で
あ
る
か
の
例
示
と
し
て
先
に
引
用
し
た
が

（
5
頁
上
）、
そ
の
う
ち
の
「
南
楚
」「
西
秦
」「
披
砂
」「
擲
地
」
及

び
中
略
し
た
部
分
に
あ
る
「
四
知
」
は
『
李
嶠
百
詠
』
の
玉
帛
部
の

「
金（（1
（

」
の
詩
に
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
彙
で
あ
る
。

南
楚
標
二
前
項
一、　

   

西
秦
識
二
旧
城
一

｡

祭
レ
天
封
二
漢
氏
一、   

擲
レ
地
響
二
孫
声
一

｡

向
レ
日
披
レ
沙
淨
、
含
レ
風
振
レ
鐸
鳴
。

方
同
二
楊
伯
起
一、　

  

独
有
二
四
知
名
一

｡

「
四
知
」
な
ど
は
他
の
書
に
拠
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
（『
蒙
求
』

に
「
楊
畏
四
知
」
が
あ
る
）、「
南
楚
」「
西
秦
」
は
『
菁
華
抄
』
で

も
連
続
し
て
お
り
、
こ
の
詩
か
ら
抄
出
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。

文
学
部
の
文
房
具
の
項
は
『
李
嶠
百
詠
』
の
利
用
が
明
白
で
あ

る
。「
筆
」
に
、

霜
輝
簡
上
発
、
錦
字
夢
中
開
、
…
…
、
良
史
載
、
振
奇
才〈
左

右
〉、

の
句
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
李
嶠
百
詠
』
の
「
筆
」
の
五
言
句
を
そ

の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

握
レ
管
門
庭
側
、
含
レ
毫
山
水
隈
。

霜
暉
簡
上
発
、　  

錦
色
夢
中
開

鸚
鵡
摛
レ
文
至
、
麒
麟
絶
レ
句
来
。

何
当
遇
二
良
史
一、  

左
右
振
二
奇
才
一

｡

第
2
聯
の
二
句
は
『
菁
華
抄
』
引
用
句
と
異
同
が
あ
る
が
、
注
12
著

の
「
校
勘
」
に
よ
れ
ば
、
陽
明
文
庫
蔵
『
李
嶠
雑
詠
』
の
本
文
は
引

用
句
と
同
じ
で
あ
る
。

「
硯
」
は
、
冒
頭
部
に
、

左
思
裁
賦
、
王
充
作
論
、
錦
文
、
石
巌
、
積
潤
、
開
氷
、

と
続
く
が
、
こ
れ
も
『
李
嶠
百
詠
』
の
「
硯
」
か
ら
の
抄
出
で
あ

る
。

左
思
裁
レ
賦
日
、　  

王
充
作
レ
論
年
。

光
随
二
錦
文
一
散
、
形
帯
二
石
巌
一
円
。
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積
レ
潤
修
毫
裏
、　  

開
レ
氷
小
学
前
。

君
苗
徒
見
レ
爇
、　  

誰
識
士
衡
篇
。

「
墨
」
に
、

石
炭
、
松
心
、
長
安
、
上
党
、

と
四
語
が
続
け
て
引
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
李
嶠
百
詠
』
の
「
墨
」

の
第
1
聯
、

長
安
分
二
石
炭
一、 

上
党
作
二
松
心
一

｡

か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
儀
飾
部
「
簾
」
に
、

水
精
、
珠
網
、
玉
鉤〈
金
―
、
銀
―
〉、
真
珠
、
翡
翠
、
玳
琩
、

盤
龍〈
趙
飛
燕
〉、

と
あ
る
が
、
傍
線
を
付
し
た
語
は
同
じ
く
『
李
嶠
百
詠
』「
簾
」
の
、

暁
風
清
二
竹
殿
一、 

初
日
映
二
秦
楼
一

｡

曖
々
籠
二
珠
網
一、 

纖
々
上
二
玉
鉤
一

｡

窓
中
月
影
入
、　

戸
外
水
精
浮
。

巧
作
二
盤
龍
勢
一、 

長
従
二
飛
燕
一
遊
。

の
傍
線
部
を
抄
出
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
李
嶠
百
詠
』
も
『
菁
華
抄
』
が
素
材
源
と
し
て

利
用
し
た
書
で
あ
っ
た
。

個
別
の
詩
文
集
か
ら
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
『
文
選
』
で
あ
る
。
第
四
節
で
出
典
注
記
の
あ
る
語
句
に
つ

い
て
検
討
し
た
な
か
に
、『
文
選
』
所
収
の
謝
恵
連
の
「
擣
衣
詩
」

の
句
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
注
記
の
あ
る
そ
の
句
の
み
で
な
く
、
じ

つ
は
そ
の
前
後
は
集
中
的
に
同
詩
か
ら
抄
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
見
て
み
よ
う
。
章
服
部
「
擣
衣
」
の
初
め
、
全
体
の
四

分
の
一
ほ
ど
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

砧
響
発〈
欄
高
─
─
／
─
〉、
杵
声
哀〈
楹
長
／
─

―
〉、

微
芳
起
両
袖
、
軽
汗
染
双
題〈
題
額
也
〉、

紈
素
既
成
、
君
子
未
帰
、

裁
用
笥
中
刀
、
縫
為
万
里
衣
、

盈
篋
自
余
午
、
幽
減
俟
君
開〈
擣
衣
事
文
選
十
五
〉、

▽
白
露
滋
園
菊
、
秋
風
落
庭
槐
、

粛
々
沙
𨿸
羽
、
列
々
寒
螿
啼
、

夕
陰
結
空

、
霄
月
皓
中
閨〈
謂
時
節
〉、

美
人
戒
裳
服
、
端
飾
相
招
携
、

簪
玉
出
此
房
、
鳴
金
歩
南
階〈
謂
□
擣
衣
女
也
〉、

謝
恵
連
の
「
擣
衣
詩
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

衡
紀
無
レ
淹
レ
度
、
晷
運
倐
如
レ
催
。

�
白
露
滋
二
園
菊
一、   

秋
風
落
二
庭
槐
一

｡
粛
々
莎
𨿸
羽
、　  

烈
々
寒
螿
啼
。
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夕
陰
結
二
空
一、　

  

霄
月
皓
二
中
閨
一

｡
美
人
戒
二
裳
服
一、　

端
飾
相
招
擕
、

簪
レ
玉
出
二
北
房
一、   

鳴
レ
金
歩
二
南
階
一

｡

▽
欄
高
砧
響
発
、　  

楹
長
杵
声
哀
。

微
芳
起
二
両
袖
一、　

軽
汗
染
二
双
題
一

｡

紈
素
既
已
成
、　  
君
子
行
未
レ
帰
。

裁
用
二
笥
中
刀
一、　

縫
為
二
万
里
衣
一

｡

�
盈
レ
篋
自
二
余
手
一、   

幽
レ
緘
候
二
君
開
一

｡

腰
帯
准
二
疇
昔
一、　

不
レ
知
二
今
是
非
一

｡

こ
の
詩
の
全
12
聯
の
う
ち
、
最
初
と
最
後
の
聯
を
除
き
、
他
は
す

べ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
菁
華
抄
』
は
ど
う
し
て
か
、

前
の
5
聯
と
後
の
5
聯
と
を
前
後
さ
せ
て
採
録
し
て
い
る
。

他
に
も
断
片
的
な
引
用
が
あ
る
。
文
学
部
「
文
章
」
に

飛
文
、
染
翰
、
随
手
、
除
痾
、
清
芬
、
潤
色
、
遊
洛
、
課
虚

無
、
叩
寂
寞
、

と
あ
る
が
、
傍
線
を
付
し
た
語
句
の
、
前
の
二
語
は
「
文
選
序
」

の
、

飛
文 

染
翰
、
則
巻
盈
二
乎
緗
帙
一、

か
ら
、
後
の
二
語
は
陸
機
の
「
文
賦
」（
巻
十
七
）
の
、

課
二
虚
無
一
以
責
レ
有
、
叩
二
寂
寞
一
而
求
レ
音
。

か
ら
の
抄
出
で
あ
る
。

次
に
『
白
氏
文
集
』
で
あ
る
。
先
に
（
第
四
節
）
そ
の
巻
数
ま
で

明
記
し
て
白
居
易
詩
の
詩
語
が
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
た
が
、

白
居
易
詩
か
ら
の
引
用
は
な
お
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
特
徴
と
し

て
、
あ
る
項
目
に
特
定
の
あ
る
作
品
か
ら
集
中
的
に
詩
語
が
採
録
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
儀
飾
部
「
鏡
」
で
あ
る
。

該
当
部
分
を
引
用
す
る
。

拭
塵
、
鎔
範
、
磨
瑩
、
払
拭
、
山
鶏
舞〈
─
─
愛
其
毛
／
羽
見

舞
〉、
不
夜
月
、
無
波
菱
、
如
一
片
水〈
─
─
〉、
秋
潭〈
─
─
〉、

江
心
舟
中
鋳
、
五
月
五
日
日
午
時
、
背
有
九
五
飛
天
龍
、

…
…
、
金
膏
、
範
金
、

傍
線
を
付
し
た
語
句
は
白
居
易
の
新
楽
府
「
百
錬
鏡
」（『
白
氏
文

集
』
巻
四
・
146
）
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
。
そ
の
前
半
部
で
あ
る
が
、

傍
線
部
が
そ
う
で
あ
る
。

百
錬
鏡
、

鎔
範
非
二
常
規
一、　
　
　
　
　

 

日
辰
処
所
霊
且
奇
。

江
心
波
上
舟
中
鋳
、　  

五
月
五
日
日
午
時
。

瓊
粉
金
膏 

磨
瑩
已
、　  

化
為
二
一
片
秋
潭
水
一

｡
鏡
成
将
レ
献
二
蓬
萊
宮
一、   

揚
州
長
史
手
自
封
。

人
間
臣
妾
不
レ
合
レ
照
、
背
有
二
九
五
飛
天
龍
一

｡
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七
言
句
も
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。
な
お
、『
菁
華
抄
』
の
「
秋

潭〈
─
─
〉」
は
「
─
─
」
に
そ
の
上
の
「
一
片
水
」
が
入
る
こ
と
を

示
し
、「
一
片
秋
潭
水
」
と
な
る
。

も
う
一
例
挙
げ
て
み
よ
う
。
音
楽
部
「
琵
琶
」
で
あ
る
。

玉
柱
、
転
軸
、
…
…
、
絃
中
、
膝
上
、
…
…
、
半
月
、
掩
抑
、

軽
櫳
、
慢
撚
、
珠
落
、
錚
々
、
嘈
々
、
…
…
、
間
関
鶯
語
、
幽

咽
泉
流
、
抹
復
挑
、
如
裂
帛
、

傍
線
を
付
し
た
語
は
、
こ
れ
も
有
名
な
「
琵
琶
行
」（
巻
十
二
・

603
）
の
措
辞
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
女
が
琵
琶
を
弾
く
場
面
で
あ
る
。

転
レ
軸
撥
レ
絃
三
両
声
、
未
レ
成
二
曲
調
一
先
有
レ
情
。

絃
々
掩
抑
声
々
思
、　  

似
レ
訴
二
平
生
不
一レ
得
レ
志
。

低
レ
眉
信
レ
手
続
々
弾
、
説
尽
心
中
無
限
事
。

軽
攏 

慢
撚 

抹
復
挑
、　   

初
為
二
霓
裳
一
後
緑
腰
。

大
絃
嘈
々
如
二
急
雨
一、　

   

小
絃
切
々
如
二
私
語
一

｡

嘈
々
切
々
錯
雑
弾
、　  

大
珠
小
珠
落
二
玉
盤
一

｡

間
関
鶯
語
花
底
滑
、　  

幽
咽
泉
流
氷
下
難
。

…
…　
　
　
　
　
　
　

 

…
…

曲
終
収
レ
撥
当
レ
心
画
、
四
絃
一
声
如
二
裂
帛
一

｡

東
船
西
舫

無
言
、　  

唯
見
江
心
秋
月
白
。

沈
吟
放
レ
撥
挿
二
絃
中
一、   

整
二
頓
衣
裳
一
起
歛
レ
容
。

傍
線
部
が
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
『
菁
華
抄
』
で
「
嘈
々
」
と
対
応
さ

せ
て
引
く
「
錚
々
」
は
詩
の
「
序
」
に
、

聞
下
舟
船
中
夜
弾
二
琵
琶
一
者
上

｡ 

聴
二
其
音
一、 

錚
々
然
有
二
京
都

声
一

｡

と
し
て
見
え
る
語
で
あ
る
。

他
に
同
様
の
例
と
し
て
、
語
句
の
数
は
少
な
い
が
、「
琴
」
の
項

に
は
「
五
絃
弾
」（
巻
三
・
141
）
の
、
武
部
「
剣
」
に
は
「
李
都
尉

古
剣
」（
巻
一
・
10
）
の
措
辞
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
他
に
類
例
の
な
い
こ
と
と
し
て
注
目
す
べ
き
事
例
で
あ
る

が
、
出
典
未
詳
の
唐
詩
か
ら
詩
語
が
抄
出
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず

は
そ
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
唐
詩
は
便
宜
上
『
全
唐
詩
』（
中
華

書
局
、
一
九
六
〇
年
）
に
拠
る
。

宝
貨
部
「
錦
」
に
次
の
語
句
が
連
続
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

春
水
濯
来
、
文
君
手
裏〈
─
─
曙
霞
開
〉、
曙
霞
生
、
蜀
城
、

こ
れ
は
鄭
谷
の
「
錦
二
首
」（『
全
唐
詩
』
巻
六
七
五
。
以
下
巻
数

の
み
示
す
）
か
ら
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

春
水
濯
来
雲
雁
活
、
夜
機
挑
処
雨
灯
寒
。  （
第
一
首
第
3
聯
）

文
君
手
裏
曙
霞
生
、
美
号
仍
聞
借
二
蜀
城
一

｡

（
第
二
首
第
1
聯
）

伎
芸
部
「
図
画
」
に
も
同
様
の
例
が
あ
る
。
次
の
諸
句
が
引
か
れ

て
い
る
。
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壑
常
含
霽
、
千
里
咫
尺
、
綺
羅
有
色
、
砧
杵
無
声
、
草
冬
不

凋
、
樹
春
不
栄
、
毫
末
用
功
、
鳥
驚
疑
曙
、
花
咲
不
春
、

傍
線
を
付
し
た
四
字
句
は
い
ず
れ
も
唐
詩
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
。

1
・
2
は
徐
安
貞
の
「
題
二
襄
陽
図
一
」（
巻
一
二
四
）
の
詩
句
で
あ

る
。

丹
壑
常
含
レ
霽
、
青
林
不
レ
換
レ
秋
。

図
書
空
咫
尺
、　 

千
里
意
悠
々
。（
第
3
・
4
聯
）

傍
線
部
で
あ
る
が
、
抄
出
の
仕
方
が
特
異
で
あ
る
。
第
3
聯
は
、
五

言
句
は
2
／
3
で
区
切
れ
が
あ
る
と
い
う
原
則
を
無
視
し
て
四
字
句

と
な
し
て
い
る
。
ま
た
第
4
聯
は
前
句
の
終
わ
り
と
後
句
の
初
め
の

二
字
を
繋
い
で
一
語
と
し
て
い
る
。
3
は
方
干
の
「
陸
山
人
画
レ
水
」

（
巻
六
五
二
）
の
措
辞
で
あ
る
。

毫
末
用
レ
功
成
二
一
水
一、 

水
源
山
脈
固
難
レ
尋
。（
第
1
聯
）

さ
ら
に
4
・
5
は
袁
恕
己
の
「
詠
二
屏
風
一
」（
巻
九
九
）
か
ら
抜
き

出
し
て
い
る
。

綺
閣
雲
霞
満
、　  

芳
林
草
樹
新
。

鳥
驚
疑
レ
欲
レ
暁
、
花
笑
不
レ
関
レ
春
。（
第
1
・
2
聯
）

傍
線
部
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
や
や
無
理
の
あ
る
抄
出
の
仕
方
で
あ

る
。産

業
部
「
漁
釣
」
に
も
例
が
あ
る
。

葫
蘆
杓
酌〈
─
─
─
／
春
濃
酒
〉、
着
荷
衣
、
舴
艋
舟
流〈
─
─

─
／
夜
漲
灘
〉、
税
不
輸
、
鷗
為
侶
、
…
…
、
舟
出
葦
林
、
終

老
渓
頭
、
江
村
月
落
、

傍
線
を
付
し
た
句
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
詩
に
出
る
も
の
で
あ
る
。

1
・
2
は
杜
荀
鶴
の
七
言
詩
「
戯
贈
二
漁
家
一
」（
巻
六
九
二
）
の
第

3
聯
の
二
句
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
3
・
4
は
同
じ
く
杜
荀
鶴
の「
贈
二

彭
蠡
釣
者
一
」（
同
）
に
拠
る
。

偏
坐
二
漁
舟
一
出
二
葦
林
一、 

葦
花
零
落
向
二
秋
深
一

｡

祗
将
二
波
上
鷗
一
為
レ
侶
、
不
下
把
二
人
間
事
一
繋
上
レ
心
。

�

（
第
1
・
2
聯
）

こ
れ
も
句
の
構
成
に
拘
わ
ら
ず
に
抄
出
し
て
い
る
。
5
は
司
空
曙
の

「
江
村
即
事
」（
巻
二
九
二
）
に
山
る
。

釣
罷
帰
来
不
レ
繋
レ
船
、
江
村
月
落
正
堪
レ
眼
。（
第
1
聯
）

他
に
も
同
じ
よ
う
な
例
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
（
先
に
引
用
し

た
中
に
も
、
た
と
え
ば
「
図
画
」
の
「
綺
羅
有
レ
色
」
―
「
砧
杵
無

レ
声
」、「
草
冬
不
レ
凋
」
―
「
樹
春
不
レ
栄
」
な
ど
は
そ
う
で
あ
ろ

う
）、
確
認
で
き
た
の
は
以
上
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
唐
詩
で
あ
る
。
六
人
の
作
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
袁

恕
己
は
初
唐
、
徐
安
貞
は
盛
唐
、
司
空
曙
は
中
唐
、
他
の
三
人
（
鄭

谷
、
方
干
、
杜
荀
鶴
）
は
晩
唐
で
、
晩
唐
の
詩
人
が
多
い
。
ま
た
、

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5



20

文
学
史
に
名
が
刻
ま
れ
る
杜
荀
鶴
や
「
大
唐
十
才
子
」
の
一
人
で
あ

る
司
空
曙
の
よ
う
な
名
の
あ
る
詩
人
も
あ
る
が
、
一
方
、
袁
恕
己
、

徐
安
貞
と
い
っ
た
無
名
の
者
も
含
ま
れ
る
。
徐
安
貞
は
『
全
唐
詩
』

に
わ
ず
か
十
一
首
が
残
る
だ
け
で
、
袁
恕
己
に
至
っ
て
は
前
述
の
詩

（「
詠
二
屏
風
一
」）
が
現
存
す
る
唯
一
の
作
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
唐
詩
詩
句
の
抄
出
は
何
を
典
拠
と
す
る
も
の
だ
ろ

う
か
。
前
記
の
弱
小
詩
人
に
は
別
集
は
考
え
ら
れ
な
い
。
い
く
つ
か

例
が
あ
っ
た
五
言
詩
の
句
法
を
無
視
し
た
特
異
な
抄
出
の
手
法
は
他

に
例
を
見
い
だ
し
が
た
い
が
、『
初
学
記
』
所
引
の
詩
か
ら
の
抄
出

に
も
同
じ
方
法
が
取
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
が
『
菁
華

抄
』
の
編
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
確
か
な
答
え

は
出
せ
な
い
が
、
あ
れ
こ
れ
思
い
巡
ら
す
と
、
編
者
の
手
許
に
は
唐

詩
の
部
類
集
と
い
っ
た
も
の
が
準
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
が
中
国
の
文
献
の
利
用
の
例
で
あ
る
。

�

（
未
完
）

注（
1
）　

本
書
の
調
査
時
は
石
川
文
化
事
業
財
団
お
茶
の
水
図
書
館
で
あ
っ

た
が
、
二
〇
一
三
年
四
月
一
日
を
以
て
こ
の
よ
う
に
改
称
さ
れ
た
。

（
2
）　
『
歌
論
歌
学
集
成
』
別
巻
二
（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
3
）　

こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
山
崎
誠
「『
文
粋
願
文
略
注
』
零
冊
に
つ

い
て
」（『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
三

年
）
が
あ
る
。

（
4
）　
『
礼
記
』
に
は
見
え
な
い
。『
春
秋
左
氏
伝
』
を
誤
っ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
隠
公
三
年
に
「

汙
行
淹
之
水
、
可
レ
薦
二
於
鬼
神
一
」
と

あ
り
、「
神
祠
部
」
に
採
録
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
語
で
あ
る
。

（
5
）　

注
3
山
崎
論
文
も
同
じ
よ
う
に
解
す
る
。

（
6
）　

注
3
山
崎
論
文
は
『
文
粋
願
文
略
注
』
の
成
立
は
鎌
倉
初
中
期
と

す
る
。

（
7
）　

山
崎
誠
「『
幼
学
指
南
鈔
』
小
考
」（
注
3
著
書
）
に
翻
刻
が
あ

る
。

（
8
）　
『
事
類
賦
』
巻
九
、
宝
貨
部
「
金
」
に
「
登
二
郭
隗
之
台
一
」
と
あ

り
、
注
に
「
新
序
曰
、
燕
昭
王
置
二
千
金
於
台
上
一、 

以
延
二
天
下
之

士
一、 

謂
二
之
黄
金
台
一
」
と
い
う
。

（
9
）　

以
下
、
小
字
注
は
〈　

〉
に
入
れ
、
本
文
と
同
じ
大
き
さ
で
、
双

行
は
一
行
に
し
て
示
す
。
斜
線
は
改
行
を
示
す
。

（
10
）　
（　

）
に
入
れ
た
語
句
は
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
以
下
同
。

（
11
）　
『
白
氏
六
帖
』
は
「
瑤
池
之
宴
」。

（
12
）　

本
文
は
柳
瀬
喜
代
志
編
著
『
李
嶠
百
二
十
詠
索
引
』（
東
方
書
店
、

一
九
九
一
年
）
所
収
の
も
の
に
よ
る
。

（
付
記
）

『
菁
華
抄
』
の
調
査
に
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
石
川
武
美
記
念
図
書
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館
に
謝
意
を
表
す
る
。

二
〇
〇
九
年
、
書
面
を
以
て
『
菁
華
抄
』
の
閲
覧
を
お
茶
の
水
図

書
館
に
申
請
し
た
が
、
そ
の
許
可
は
成
城
大
学
の
私
の
研
究
室
へ
の

電
話
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
時
、

ち
ょ
う
ど
研
究
室
で
大
学
院
の
授
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
受
講
生
の

一
人
に
信
綱
氏
の
曽
孫
に
当
た
る
佐
佐
木
定
綱
君
が
い
た
。
私
は
奇

し
き
因
縁
を
思
っ
た
。
こ
こ
に
特
に
記
し
て
お
き
た
い
。




